
リサーチ・アドミニストレーター（URA）を
育成・確保するシステムの整備

（リサーチ・アドミニストレーションシステムの整備）

東京大学

リサーチ・アドミニストレーター推進室
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本事業の背景と目的

背景

研究活動の効率化のためにＵＲＡを活用したマネジメント
体制の確立が不可欠

マネジメント職に対する共通理解が無く、職務領域の確
立やキャリアパス等に課題

目的

ＵＲＡを採用・配置して研究支援体制の強化を図る

ＵＲＡを職種・職域として定着を図る

人事制度等を具体的に検討し、より高度な研究活動マネ
ジメント体制を整備する
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◇ ＵＲＡ推進室の設置

◇ ＵＲＡの試行配置

ＵＲＡの実施体制の構築



リサーチ・アドミニストレーター推進室

東京大学における
ＵＲＡの制度化

ＵＲＡ推進室 推進委員会

○ＵＲＡ制度化に向けた検討
○ＵＲＡ事業の成果の把握

スキル標準策定検討委員会

○ＵＲＡタスクフォース構成員、ＵＲA専門家、Ｕ
ＲＡを活用する分野の指導的教員、学外の
ＵＲＡ専門家で構成

○学内外の関係分野の知見と研究現場の実
情を反映

リサーチ・アドミニストレーター
制度検討タスクフォース

○学術研究懇談会（ＲＵ１１）のもとに設置

○ＲＵ１１の研究担当理事・副学長等から指名
された者により構成

○ＵＲＡ制度定着のための共通的課題につい
て議論

ＵＲＡ配置拠点

○８拠点（医学部病院、工学、先端研、ＣＭＳＩ
（ＧＣＯＥ）、化学イノベ（ＧＣOＥ)、フォトン、ゲ
ノム情報（ＧＣＯＥ）、政策ビジョン）に配置

○ＵＲＡによる研究企画・マネジメント業務

ＵＲＡ事業（国プロ）の実施（H23～H25）
○スキル標準の作成
○ＵＲＡのシステム整備

ＵＲＡ推進室（研究推進課）

リサーチ・アドミニストレーターに関する取組み実施体制

システム整備
○ＵＲＡの活動成果の把握

○ＵＲＡを活用し学内広
報・周知活動

スキル標準作成
○事務局として検討結果

の整理

成果を踏ま
えた検討
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Ｈ２３

ＵＲＡ業務及び必要能力とりまとめ

○ＵＲＡ類似職の業務実態の調査
○ＵＲＡ類似職のキャリアパス等の調査
○ＵＲＡ業務のニーズ調査

Ｈ２４

Ｈ２５

ＵＲＡスキル標準の作成 ＵＲＡ体制整備

ＵＲＡスキル標準の素案とりまとめ

○ＵＲＡの業務毎に必要な知識・能力等の洗い出
し・整理

○ＵＲＡに必要な知識・能力等について、ＵＲＡ類
似職等に確認

ＵＲＡスキル標準とりまとめ

○ＵＲＡに必要な知識・能力について、ＵＲＡ類似
職を置かない研究組織等の長に確認

○ＵＲＡの位置付け・職域等のとりまとめ

ＵＲＡの試行結果とりまとめ

○ＵＲＡの配置拠点での研究マネジメント活動
○ＵＲＡによる職域の定着に向けた学内広報・周

知活動

ＵＲＡの試行結果中間とりまとめ

○ＵＲＡの配置拠点での研究マネジメント活動
○ＵＲＡによる職域の定着に向けた学内広報・周

知活動

ＵＲＡの雇用・実施体制整備

○ＵＲＡ試行配置拠点の公募・選定
○ＵＲＡの雇用・活動開始

リサーチ・アドミニストレーター事業計画

5



本部URA推進室

医学部付
属病院

理学系
研究科

理学系
研究科

工学系
研究科

○URAの活用を推進する業務
の

企画、調整等
・プレアワード支援の試行
・広報・周知活動 等

○試行配置したURAの業務の
在

り方の分析・取りまとめ及び
改善のための調整

○その他（研修、総括業務等）

α研究
科

Ω研究
科

αﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ

αセン
ター

Ωﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ

α附置
研

○プレアワード支援試行の周知
○研究者への職種としてのＵＲＡ

の周知・理解増進
○研究者側の研究マネジメント

に関するニーズ把握
○ＵＲＡ候補人材の発掘

ＵＲＡ
・各拠点における研究

企画・マネジメント
・本部ＵＲＡ推進室での

活動

先端科学
技術研究
センター

医・工・薬
学系研究

科

新領域創
成科学研

究科 政策ビジョ
ン研究セ
ンター

ＵＲＡ制度化に向けた試行配置



拠点名 所属学部、研究所等 職位等 ＵＲＡ氏名

医学部附属病院 戦略開発推進室 医学系研究科 特任研究員 山上 圭司

工学系研究科 工学系研究科
特任専門員・
学術支援室副室長

野田 正彦

GCOEプログラム「学融合に基づく医療
システムイノベーション」（CMSI）

政策ビジョン研究セン
ター

特任専門員 大内 聡美

理学系研究科及び化学専攻 理学系研究科 特任研究員 林 輝幸

フォトンサイエンス研究機構 理学系研究科 特任研究員 山野 真裕

GCOEプログラム「ゲノム情報ビッグバ
ンから読み解く生命圏」

新領域創成科学研究
科

特任研究員 水谷 健太郎

先端科学技術研究センター
先端科学技術研究セ
ンター

特任教授 山下 秀

政策ビジョン研究センター
政策ビジョン研究セン
ター

特任専門職員 村上 壽枝

リサーチ・アドミニストレーター名簿・配置拠点



◇ プレアワード試行支援

◇ ＵＲＡの広報・周知

◇ ＵＲＡによる成果

◇ 研究企画・支援組織の例

ＵＲＡの定着に向けた取組



プレアワード試行支援

9

若手研究者向け競争的資金獲得やキャリアパスの書籍作成 科学技術政策や研究動向に係る情報収集・提供

外部資金制度の説明・申請講習会の開催 ＵＲＡ業務に関する研修等の実施

学内のURA類似職、URAに関心のある教職員を対象に、大型研究
プロジェクトでの研究マネジメント業務経験者から研究マネジメントの
実際・手法について講演会を開催。

東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構 中村 健蔵 事務部門長・特任教授
京都大学iPS細胞研究所 石井 哲也 元研究統括室長

また、ＵＲＡの定期会合に学内外の研究マネジメント業務経験者を
呼び研究マネジメントの実際・手法について説明聴取、意見交換を
実施。

若手教員等を対象に各種の外部資金制度について、制度説明、申
請書の書き方などに関する講習会を順次開催。説明会後、申請書の
添削や個別の相談等にメール等で対応。

実施対象：
医学系研究科
医学部附属病院
理学系研究科
工学系研究科
情報理工学系研究科
新領域創成科学研究科
柏キャンパスの附置研究所

科学技術政策や競争的資金等
に関する政府の様々な審議会等
にＵＲＡが出席、傍聴し、会議
の要旨を付して資料を学内に情
報提供。

若手研究者に向けた研究者としての在り方や外部資金の獲得の術
などをまとめた電子書籍「競争的資金を獲得するための研究生活と
キャリアパス」を作成。



ＵＲＡの周知・広報活動

多様な機会をとらえて、学内
の教職員へのＵＲＡの周知
や意見収集を進めている。

周知等の場

ＵＲＡ配置拠点代表者会議

ＵＲＡ室員会議

研究科長、教授会等

総長補佐会

新任部局長研修

新任教職員研修

新人職員研修



URAによる支援の成果（平成24年度）

獲得プロジェクト数：

11件
獲得プロジェクト補助・委託額：

65億円
獲得した外部資金等の例

・国際科学イノベーション拠点事業

・博士課程リーディングプログラム

・卓越した大学院拠点形成補助金

・第三回化学人材育成プログラム

支援プロジェクト数：

18件
支援プロジェクト補助・委託額：

33.4億円
支援した外部資金プロジェクト等の例

・グローバルCOEプログラム

・博士課程教育リーディングプログラム

・NEDO「循環社会構築型光触媒産業創成プロジェクト」

・先端研コンソーシアム「高信頼性・高温材料研究開発拠点」

プレ・アワード

ポスト・アワード



東京大学における研究企画・支援組織（URA組織）の例

医学系研究科医学系研究科

運営戦略室運営戦略室

医学系研究科

運営戦略室

工学系研究科

学術調整室

理学系研究科理学系研究科

研究支援総括室研究支援総括室

理学系研究科

研究支援総括室

先端科学技術研究
センター

先端科学技術研究
センター

経営戦略企画室経営戦略企画室

先端科学技術研究
センター

経営戦略企画室

生産技術研究所生産技術研究所

リサーチ・マネジメント・
オフィス

リサーチ・マネジメント・
オフィス

生産技術研究所

リサーチ・マネジメント・
オフィス

医科学研究所
プロジェクトコーディネーター室

FIRST:永井プロジェクトFIRST:永井プロジェクト

医学部付属病院事務室管
理課研究支援チーム

医学部付属病院事務室管
理課研究支援チーム

FIRST:永井プロジェクト

医学部付属病院事務室管
理課研究支援チーム

FIRST:水野プロジェクトFIRST:水野プロジェクト

工学系・情報理工学等事務部
最先端研究開発支援プログラム・

サポートオフィス

工学系・情報理工学等事務部
最先端研究開発支援プログラム・

サポートオフィス

FIRST:水野プロジェクト

工学系・情報理工学等事務部
最先端研究開発支援プログラム・

サポートオフィス

FIRST:村山プロジェクト

カブリ数物連携
宇宙研究機構事務部

FIRST:中須賀プロジェクトFIRST:中須賀プロジェクト

工学系・情報理工学等事務部
最先端研究開発支援プログラム・

サポートオフィス

工学系・情報理工学等事務部
最先端研究開発支援プログラム・

サポートオフィス

FIRST:中須賀プロジェクト

工学系・情報理工学等事務部
最先端研究開発支援プログラム・

サポートオフィス

FIRST:喜連川プロジェクトFIRST:喜連川プロジェクト

生産技術研究室事務部
経理課最先端研究開発支援室

生産技術研究室事務部
経理課最先端研究開発支援室

FIRST:喜連川プロジェクト

生産技術研究室事務部
経理課最先端研究開発支援室

カブリ数物連携
宇宙研究機構事務部

WPI:村山プロジェクト

ＵＲＡ推進室 学術推進支援室産学連携推進本部

研究推進課
最先端研究開

発支援室

法人化以降、組織的な研究企画・立案、支援等の必要性が増大。本事業を含め、様々な機
会をとらえ、本部、研究科などそれぞれにおいて研究企画・支援組織が設置されつつある。

研究科等におけるURA組織 大型プロジェクトにおけるURA組織

本部組織におけるURA組織



関連機関・部門ＵＲＡ研究者

理学系研究科 研究支援総括室の設置

経理課
外部資金・研究支援チーム

研究推進担当

委託事業担当

科研費担当

物理学
天文学

地球惑星科学
化学

生物科学
生物化学

研究科長

企画室

研究支援総括室

室長

URA URA

専攻

連携

理学系研究科
教授会

オブザーバ
出席

支援

総務課

学務課

事務部

組織体制

研究への集中 リサーチ・アドミニスト
レーターの業務領域確立

研究戦略推進支援

プレ・アワード

ポスト・アワード

研究科全体に関わる
大型案件等の支援

（学外）
•官、ＦＡ
•国内外企業
•他大学、研究機関
•学協会、業界団体 など

（学内）
•本部
•他研究科
•専攻
•事務部門
•大型プロジェクト など

山内薫 研究支援総括室長
副研究科長、化学専攻教授。

林輝幸 特任研究員/URA
化学専攻 特任教授等を経て現職。
博士（理学）。

山野真裕 特任研究員/URA
NTT、国立精神・神経センター等を
経て現職。博士（医工学）。

研究者が研究に専念し
ながら、予算獲得やプ
ロジェクト運営が可能

スキル標準の策定
電子書籍の執筆



論文の引用動向からみる日本の研究機関ランキング（2010年、トムソン・ロイター社）より
【対象期間】 1999年1月1日～2009年12月31日（11年間）

東京大学
○物理学／Physics（686機関）： 世界順位 2
○化学／Chemistry（950機関）： 世界順位 4
○生物学・生化学／Biology&Biochemistry（720機関）： 世界順位 3

理学系研究科の国際的競争力強化の支援

学問分野を超えた連携の重要性
理学系総体としての強化
国際的な競争力のさらなる向上

理学系研究科 研究支援総括室の取り組み

研究支援総括室
URA

ＵＲＡの活動（２）

Post-Award
PJ推進支援

Pre-Award
予算獲得支援

世界を先導する光科学融合的研究教育拠点の形成

理学系 工学系 関連研究所等

本部URA
室

フォトンサイエンス・
リーディング大学院

フォトンサイエンス
研究機構

研究の軸教育の軸

全学的拠点形成に向けた支援

ＵＲＡの活動（１）

理工連携を基軸に全学へ

化学を基盤とする世界的研究教育拠点の形成

統合物質
科学リー
ディング
大学院

卓越した
大学院
拠点

グロー
バル
COE

総合研究棟
新営

及び改修

化学専攻

研究支援総括室

Pre-Award（予算獲得支援）と高い評価を得るPost-Award
（プロジェクト運営支援）

日化協
化学人
材育成



拠点
リーダー

各分野
リーダー

事業推進
担当者

特任教員 CMSI事務局

医学系・工学系・薬学系RA

幹事会

CMSIプログラム運営委員会

運営会議への参画に
よる拠点運営への関与

事務局の
マネジメン

ト全般

各研究室・RAに対する
直接の研究支援業務

リサーチ

アドミニスト
レータ

URA
推進室

URAの業務

研究・教育活動の進捗管理、
内部評価、報告書の作成

学内研究室（特に医工薬
間）・海外機関との間での研
究交流の促進

研究活動・研究成果の広報・
アウトリーチ活動（シンポジウ
ム、パンフレット発行等）

知的財産等の研究成果の利
活用促進

グローバルCOEプログラム
学融合に基づく医療システムイノベーション



医学部附属病院
トランスレーショナル・リサーチセンター
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国内外のＵＲＡのネットワーク構築に向けた取組み

URA研究会

URA情報交換会

ARMA IARU（国際研究
型大学連合）

学術研究懇談会
（RU11）

科学技術振興機構
（JREC-IN）

ＵＲＡ
シシンポジウム

NCURA

ケンブリッジ大
学

サセックス大学

奈良先端大学
院大学

徳島大学

千葉大学

国立大学法人等
研究協力担当部

課長会議 研究・技術計画学会

大学行政管理学会

山形大学

シェフィールド大
学

シュパイヤー大
学

広島大学

チューリッヒ大
学

コロンビア大学

ハーバード大学

エマニュエルカ
レッジ

ワシントン州立
大学

立命館大学

北海道大学

東京農工大学

金沢大学

名古屋大学

京都大学

筑波大学

大阪大学

九州大学

新潟大学

山口大学 東京女子医科
大学

福井大学

信州大学

九州工業大学

インペリアルカ
レッジロンドン ＥＴＨ

ボン大学

カリフォルニア
大学

ジョンズ・ホプキ
ンス大学

東京大学大阪市立大学

多様な機会をとらえて、国内外の大学やシンポジウム、学会等でＵＲＡの制度設計に関する
意見交換・情報共有、本学の取組みの紹介、日本の取組みの紹介などを行い、積極的にネッ
トワークを構築している。

大学間のネットワーク URA個人ネットワーク

海外URA組織ネットワーク



ＵＲＡスキル標準作成事業との連携

◇ スキル標準の構成等

◇ スキルカード



機能（業務） 業務内容のイメージ 初級 中級 上級
（１）研究戦略推進支援業務 （リサーチ・ディベロップメント関係等） レベル１（ＵＲＡ経験１－3年程度を想定） レベル２（ＵＲＡ経験3－5年程度を想定）初級者に指導出来る

レベル３（ＵＲA経験５年以上程度を想定：ＵＲＡ組織グループ長・
ＵＲＡ組織長・学長補佐・理事補佐等）組織マネジメントができる

①政策情報等の調査分析

政府の科学技術政策、審議会の答申・提言等や、ファンディング・エージェン
シー等の事業について、その策定段階からインターネットや関係者へのヒア
リング等を通じて情報を収集し、政策動向等について分析を行う。また、組
織においてこの機能充実のため、施策情報等にかかるデータベースの整備
等、情報分析機能の強化、充実を図る。(0818)

当該分野において政府の主要な審議会、FAのレポート等か
ら関連分野の活動を把握し、ある程度それにもとづく分析
が行い、情報提供を行える。

政府の主要な審議会、FAのレポート等を理解し、それに基づき独自に
関連する事項の動向との関係性も含め分析を行い、情報提供を行える。

政府の主要な審議会、FAのレポート等作成にあたり、自身が有
識者・ステークホルダー等として位置付けられ、当該委員会等に
対して積極的な情報提供を行える。

②研究力の調査分析
研究者の研究分野、外部資金獲得状況や論文投稿状況等を把握し、マッピ
ング等により大学・部局等の研究特性の組織的把握を行う。また、組織にお
いてこの機能充実のため、研究者情報のデータベースの整備等、研究プロ
ジェクトの策定基盤を強化・充実化する(0818)

学内研究者の研究分野、外部資金獲得状況や論文投稿状
況等を把握している。またその手法を獲得している。

他大学、国内外研究機関との相対的位置けを含め、研究特性の組織
的把握ができる。また当該分野の主たる研究者や大型資金の研究課
題の展開を把握している。

学内の研究特性の把握に基づき、主たる研究者とコンタクトがで
き、研究の展開にあたり研究者とは異なる観点からコメントを求
められる程度のプレゼンスを確立している。

③研究戦略策定
組織の研究教育資源を有効に活用することを目指し、組織改編、研究拠点
形成、研究支援体制構築に関する立案・支援、関係部局との調整等を行う。
研究者相互の認識の拡大と深化、意識醸成、プレゼンス確立のため、例え
ば新たな課題発見のためのワークショップの開催等を行う。(0818)

学内の現状を把握した上で、組織改革、拠点形成等の企画
内容の位置づけを理解できる。ある程度具体的な実施計画
のもと、ワークショップ等の開催実務を担当できる。

大枠の方向性、いくつかの科学的キーワードが提供されれば、関係す
る学内研究者や関連分野を分析し、具体的な企画のため自ら関連分
野や研究者を提案できる。

①、②の情報や、研究者とのコミニケーションをもとに、比較競争
力のある学内研究特性をもとに、独自の計画案を提案できる。

（２）プレ・アワード系想定業務 レベル１（ＵＲＡ経験１－3年程度を想定） レベル２（ＵＲＡ経験3－5年程度を想定）
レベル３（ＵＲＡ経験５年以上程度を想定：ＵＲＡ組織グループ長・
ＵＲＡ組織長・学長補佐・理事補佐等）

①研究プロジェクト企画立案支援
外部資金獲得状況等から他大学との比較、採択結果の分析等を行う。また、
研究者のマッチング、研究チームの構成員候補のリストアップ等の外部資金
に応募する研究プロジェクトの企画案の策定のための支援、調整等を行う。

当該外部資金の特性を理解し、他研究グループとの比較分
析を行い、研究者に説明することができる。また、各種デー
タベース等を用いて研究プロジェクト構成員候補者について
の情報収集等を行うことができる。

請われれば異分野の研究者を紹介し、研究プロジェクト立案を支援で
きる。データベースによる学内の研究の強み分析や共同研究実績分析
等により、研究チーム構成員の提案を研究者らに対して行うことができ
る。

研究者らと協働で、大学全体の研究戦略を見据えた研究企画を
提案することができる。異分野の研究者らや企業をマッチングし、
新しい研究領域を作るような企画を支援できる。

②外部資金情報収集

国、ファンディング・エージェンシーや企業等が募集する補助金・委託事業等
の国内外の外部資金及び関連情報について、その策定段階からインター
ネットや関係者へのヒアリング等を通じて収集、募集内容、対象や要件等を
分析し、背景となる政策動向や外部資金獲得によるメリット・デメリット等を把
握し、適切な研究分野・経験を持つ研究者に情報提供を行う。

国、ファンディング・エージェンシーや企業等が募集する補
助金・委託事業等の情報を、策定段階からインターネットや
委員会の傍聴等により収集し、年間スケジュールを推測す
ることができる。外部資金の背景を把握し、適切な研究分
野・経験を持つ研究者に情報提供を行うことができる。

各研究グループの研究ステージを把握し、適切な外部資金情報提供を
行うことができる。国内だけでなく国外の研究補助金等の情報を収集、
ルールを把握をした上で、研究者へ適切な情報提供を行うことができる。

国・ファンディングエージェンシーより外部資金に関する情報を収
集すると同時に、科学技術予算策定に関して情報提供を行うなど
により、影響を与えることができる。

③研究プロジェクト企画のための
内部折衝活動

外部資金受入、研究プロジェクトに必要な研究資源の確保や協力機関との
契約等締結に関する事務局との調整、学内の研究者・研究科等への研究プ
ロジェクトへの参画交渉・調整を行う。
また、申請件数が限られている大型外部資金について、学内ヒアリング等を
通じて公募条件の合致の確認、申請件数の調整を行う。

申請書の様式上で求められている研究プロジェクトに必要
な研究資源の確保、協力機関との契約等締結や、学内の
研究者・研究科等への研究プロジェクトへの参画交渉に関
して、関係者を集めたミーティングの設定、資料作成等を行
い、関係者への説明、交渉を支援できる。生命倫理関係諸
ガイドライン等を周知し、必要な手続き等を提案することが
できる（治験、遺伝子、組換えなどなどで遺漏がないこと）

申請書の様式上で求められている事項に加え、研究プロジェクトを遂行
するための事前交渉必要事項を想定し、関係者間の調整とスケジュー
ル管理を行うことができる。 研究プロジェクトに必要な分野の学内研
究者の参画を提案することができる。大学の現行の枠組みや組織運営
の課題や問題点を的確に把握し、改善を提案することができる

大学の研究戦略・組織・人事・財務等の大学運営全体を理解し、
研究プロジェクトに必要な各案件に対して研究機関の長、役員、
部局長、研究者、事務、外部関係者等と直接交渉・調整を行い、
研究プロジェクトの運営構想全体を支援できる。

④研究プロジェクト実施のための
対外折衝・調整

学外の研究者・研究機関への研究プロジェクトへの参画交渉や外部資金受
入、事業計画・ＮＤA等の契約等締結に関する協力機関との調整を行う。

学外の研究者・研究機関等への研究プロジェクトへの参画
交渉時の連絡を適切に行い、研究者の指示により関係資
料の作成をすることができる。外部資金受け入れ、事業計
画・ＮＤA等の契約等締結に関して、関係事務部門と連携し、
書類を作成することができる。

学外の研究者・研究機関等への研究プロジェクトへの参画交渉に際し
て、各関係者の提案をまとめ、研究プロジェクトの計画立案を支援する
ことができる。研究プロジェクトのマネージメント計画（実施体制、資金
計画・分担、事業実施前に必要な契約締結等）の一部を提案すること
ができ、研究者らとの協議のうえ、計画を作成することができる。

学外の研究者・研究機関・企業・自治体等、複数の関係者が参加
する大規模かつ複雑な研究プロジェクトにおいて、マネージメント
計画（実施体制、資金計画・分担、事業実施前に必要な契約締結
等）を立案し、関係者らとの交渉・調整を行うことができる。また、
研究プロジェクトに必要な参画者の提案・紹介をすることができる。

⑤申請資料作成支援

研究者の発想を整理し、必要なデータ等の収集、外部資金の申請書の研究
計画の分筆・ドラフトや予算計画の作成を行う。また、申請書の添削・改善ア
ドバイスや形式・内容が公募条件等に適合しているかどうかの確認を行う。
申請書等を基にヒアリング審査等におけるプレゼンテーション資料等の作成
や支援を行う。申請書やプレゼン資料作成指導セミナー等の開催。

研究者の発想を整理し、必要に応じたデータ収集、分筆、
添削・改善アドバイス、作図、予算案作成等の申請書作成
を行うほか、プレゼン資料作成指導セミナー等の開催を行う
ことができる。

複数の公募状況を把握し、ＵＲＡへの支援割り当てや必要に応じた増
援、スケジュール管理等、ＵＲＡのマネジメントを行うことができる。初心
者向けの申請書やプレゼン資料作成指導セミナー等の講師を行うこと
ができる。

大学の教育研究戦略・方針について執筆することができる。上級
者向けの申請書やプレゼン資料作成指導セミナー等の講師を行
うことができる。

（３）ポスト・アワード系想定業務 レベル１（ＵＲＡ経験１－3年程度を想定） レベル２（ＵＲＡ経験3－5年程度を想定）
レベル３（ＵＲＡ経験５年以上程度を想定：ＵＲＡ組織グループ長・
ＵＲＡ組織長・学長補佐・理事補佐等）

①研究プロジェクト実施のための
対外折衝・調整

外部資金採択時に、ファンディングエージェンシー等との研究計画・予算、間
接経費の比率等の調整、詳細な研究・予算計画の作成を行う。

プロジェクトの実施内容、外部資金の経理的運用方法、諸
契約の締結内容等プロジェクトを遂行する上で基本的な内
容を理解し、学内外との連絡・調整ができる。

プロジェクト関連業務（予算管理、情報管理、進捗管理、広報、イベント
等）につき実施体制の立案、および学内関係部署との交渉、調整がで
きる。

プロジェクトフォーメーションの企画・立案、対外的な交渉を取りま
とめることができる。また、具体的な実施計画、予算計画につい
ては、PI(PL)と協議の上各実施担当課題毎に担当者を指名し、取
りまとめる等総括的な業務を行うことができる。

②プロジェクトの進捗管理
研究プロジェクトの運営ミーティング、研究チームミーティング等の運営、各
研究チーム等を含む研究プロジェクトの進捗状況の把握・調整を行う。また、
研究プロジェクトに関係する論文発表、学会発表、知的財産の取得、その他
研究成果の把握・整理を行う。

各種成果（論文発表、学会発表、広報、特許等）や定例ミー
ティング時の秘密情報等を一元的に管理することができる。

各種成果（論文発表、学会発表、広報、特許等）の管理や定例ミーティ
ング時の秘密情報の取り扱いにつき運営方法を提言し、管理すること
ができる。

進捗確認や情報交換のための定例ミーティングを主催し、状況に
応じて実施計画や予算配分の変更につきPI（PL)に助言・提言を
行うことができる。また特許に関しては発明委員会を設置し、委
員長としてプロジェクトでの出願状況の把握・調整を行うことがで
きる。

③プロジェクトの予算管理

学内共同研究者、協力機関等への予算配分案の調整・作成を行うと伴に、
研究費の執行状況の把握及び研究計画や法令・補助条件等に適合してい
るかの確認を行う。また、内部監査、外部資金の額の確定検査等の検査へ
の対応を事務と連携して行う。
研究目的・内容に必要なスペックを満たす機器等のリストアップ及び調達の
際の仕様書等の作成、メーカーや経理担当者との調整を行う。

プロジェクト予算管理手法を十分理解し、予算執行状況を
把握することができる。各種検査対応や機器調達に関する
資料作成や準備に対応することができる。

プロジェクトメンバーの予算執行状況を把握し、執行の可否の判断や
進捗状況により費目間流用等予算配分の調整を行うことができる。各
種機器調達時の仕様書の作成および学内担当部署と調整を行うことが
できる。

プロジェクトメンバーへのプロジェクト該当事業の補助条件、関係
法令、予算執行条件等につき講習会を主催することができる。FA
の検査時には対応窓口となり学内事務との調整を行うことができ
る

④プロジェクト評価対応関連業務
ファンディング・エージェンシー等による年度評価、中間評価、事後評価等に
対して報告書、プレゼンテーション資料等の作成やその支援、ヒアリングへ
の出席等の対応を行う。
また、研究プロジェクト自体で行う評価委員会の開催・運営を行う。

中間評価、事後評価に対して報告書の作成、プレゼンテー
ション資料の作成支援を行うことができる。

FAの実施する中間評価、事後評価に際してアジェンダやプレゼンテー
ションの内容を含めた全体のシナリオにつき学内外のプロジェクトメン
バーと調整を行い立案することができる。

FAの実施する中間評価、事後評価に際して実施内容（事業原簿）、
成果、プレゼンテーション内容につきFAと調整の上取りまとめを
行うことができる。FA主催の各種委員会、中間評価・事後評価に
は同席し、プロジェクトの評価状況を把握する。

⑤報告書作成業務
各種報告書に必要な研究成果等の整理、研究者・研究チームとの執筆内容
の調整・整理・取りまとめを行い、ドラフトを作成する。また、報告書の添削・
改善アドバイスや報告書が研究計画等へ適合しているかどうかの確認を行
う。

各種報告書の位置付けを理解し、各課題担当の執筆内容
につき全体の計画や成果目標との整合性を確認しながら添
削や執筆者への修正依頼等調整することができる。

各種報告書の執筆内容につきプロジェクトメンバーとの調整・とりまとめ
を行いドラフトを作成することができる。

プロジェクトの実施計画や成果目標設定に際してFAやPI（PL)と共
にその策定に関与し、報告書作成において計画や成果目標との
整合性を勘案し、重点課題の設定や成果の概要等アウトラインを
提示することができる。

スキル標準とは

研究戦略推進支援業務:3

プレ・アワード系想定業務:5

ポスト・アワード系想定業務: 5

13+9=全22機能（業務）の
フレームワーク
（U11メンバーで合意）

上級、中級、初級
の3水準

（４）その他業務 業務内容のイメージ

①連携支援業務（教
育）

教育研究拠点形成や、連合大学院設置等、大学院教育を主とした連携支援を行う。国・大学の大学院教育方
針を理解しつつ連携構想を研究面から整理するとともに、学内関係者および外部関係機関との連絡・調整を行
い、教員・事務と共同で連携に関する具体的な手順を進める。

②連携支援業務（国
際）

国際的な教育研究に関するコンソーシアム形成とう、海外機関との連携を進めるにあたり、海外の教育研究動
向・状況を理解し、説明資料作成、連絡、、調整、契約、調印式等の現地でのイベント開催等の一連の業務を、
教員、事務職員と連携して行う。
また、国際共同研究支援の一環として、国外から研究者を招聘するための連絡、調整等を行う。

③連携支援業務（企業)
企業との組織的連携、産学官連携コンソーシアム、地域振興を含めた地域産業界との連携の構築支援を行う。
具体的には、企業と研究者の研究プロジェクトに対する考え・要望を聞き、方向性を整理し、プロジェクトの実現
に向けた交渉・仲介を行う。また、産業界と連携し公的競争的資金による複数の当事者による大型・長期のプ
ロジェクトの推進を支援する。

④発明開示関連業務
必要に応じて学内の関連部署と連携・調整しつつ、知財の発明範囲の確定、特許明細書の検討・作成、企業と
共同出願する際の調整・交渉を行う。また産学官連携コンソーシアム、特区構想等の特別な取り組みについて
は、事業趣旨や申請内容を踏まえ、当該事業に最適な知財の取り扱いを提案できる。

⑤研究機関としての発
信力強化推進

研究活動に関係する研究機関としての提言、宣言等の立案を支援する。また、学外の研究者や学外ステークホ
ルダー等に対する研究機関としての発信力・ブランド力を強化するため、研究内容、研究環境等に関する広報
活動に参画する。

⑥広報関連業務

Webサイトの掲載内容の立案、デザイン、管理や更新を行う。その他、ニュースレター、パンフレット等の海外向
けも含めた広報資料の企画・作成を行う。
また、プレス発表等の手配や取材の対応を行う。
研究会や一般向けセミナー等におけるプレゼンテーション資料の作成や研究内容・成果の発表・報告を行うと
伴に、セミナー等の成果の取りまとめ、来場者とのネットワークの形成を行う。

⑦イベント開催関連業
務

シンポジウム等の企画・立案、プログラム策定を行い、必要な講師等の選定・招聘、関連する手続等の事務部
門・イベント会社との調整を行う。また、イベントの対象に合った適切な広報を行い、準備・開催当日の管理・運
営を行う。

⑧安全管理関連業務
必要に応じて学内の関連部署と連携・調整しつつ、薬品等の取扱、遺伝子組み換え動植物、病原性微生物、放
射線等の実験に関する法令等への適合性確認や定期的な運用状況の確認を行う。併せて、保管・実験等に必
要な申請書類等の作成を行う。また、事故発生時の学内外の対応を行う。
海外調査、フィールドワーク等における参加研究者の把握、実施計画の作成、保険加入等の管理を行う。

⑨倫理・コンプライアン
ス関連業務

必要に応じて学内の関連部署と連携・調整しつつ、利益相反や知的財産・研究成果の取り扱いに関する確認、
実験等に伴い収集する個人情報の管理等を行う。また、研究者等に対する各種倫理・コンプライアンス関連の
助言・情報提供を行うとともに、倫理・コンプライアンス違反があった際の学内外の対応を行う。

その他専門業務: 9

URAの機能・業務、求められる能力を提示
「スキル」は、URAに関する「知識」のみではなく
より広い「実務能力」を指すもの
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業績評価指標

以下の条件の実績と経験を有する。

①責任性
□主担当者として対応した。

②複雑性
以下のいくつかを自律的に，複数回実行した実績／経験を有する(結果への寄与度30％以上）。

□１．国の科学技術政策や次年度概算要求等をまとめ，大学執行部，部局長，所属大学の適切な研究
者・研究グループへ情報提供し，外部資金申請準備を早期に行うことができた。
□２．研究者(又は、研究グループ）の研究構想（プロジェクトの目的・内容・特徴・体制・必要資金額等）
やコアコンピタンスを把握した。
□３．研究グループが特に研究企画立案（分野融合，文理融合等の研究）を行う際に，人脈を使ったり部
局長への相談などにより，適切なメンバーを提案することができた。
□４．外部資金等の募集要項を正確に把握し，その内容を研究者（又は、研究グループ）に的確に説明
できた。また，不明な点等についてFAに確認し，明確化した。
□５．研究者（又は，研究グループ）の研究構想に最適な研究資金制度を提案できた。また，当該研究
資金制度に合わせて，研究構想をプロジェクトとして企画・立案することができた。
□６．プロジェクト企画の内容を研究者（又は，研究グループ）及び学内外関係者等と的確に共有できる
よう文書化し，企画案を取りまとめることができた。
□７．.国の政策や外部資金の実施機関の狙い及び大学の方向性などを把握・理解するセミナー等を開
催し，研究者の研究企画の知識向上に寄与した。

③重要性
以下のいくつかに相当する実績／経験を有する。

□１．研究企画案がプロジェクト・チーム立上げに活かされ，質の高い申請資料の作成に繋がった。
□２．分野融合，文理融合などこれまで進んでいないプロジェクトの形成が進むようになった。
□３．提案したプロジェクトは採択されなかったが，研究者（又は，研究グル―プ)とその原因などを速や
かに解析し，次回に向けた改善策をまとめることができた。

④学内外貢献
以下のいくつかに相当する実績／経験を有する。

□１．学内からの申請数の増加，採択数の増加につながった（研究企画案をもとに実際に外部資金への
応募の質，量が向上した）。
□２．プロジェクト企画の経験，知識をもとに後輩（例：レベル初級）に対する育成指導／助言を行った。
□３．プロジェクト企画支援の結果等を整理し，研究者（又は，研究グループ）や学内外関係者と共有す
ることにより，的確な現状把握と今後の活動方針の策定に貢献した。
□４．.学内外の勉強会・フォーラム等で，事例紹介をし，プロジェクト支援に関する情報共有を積極的に
実施した。

⑤その他
以下のいくつかに相当する実績/経験を有する。

□ 研究者の意見に安易に追随せず，倫理，コンプライアンス，安全衛生，知的財産の確保その他研究
プロジェクト企画に必要な内容を的確に整理した。

業務遂行能力評価指標

以下の条件の能力を有する。

①事業
□１．プロジェクトにおける自己の役割を理解し，研究者（又は，研究グループ）の企画立案を支援できる。
□２．国の政策や外部資金の実施機関の狙い及び大学の方向性などとともに，プロジェクトの研究内容，
方向性を理解している。

②知識

□１．外部資金申請の枠組みの流れ，公募情報源，外部資金による事業の背景（科学技術政策，国・省
庁・総合科学技術会議等の審議会・委員会情報等）を理解している。
□２．公募要領等に記載される外部資金に係わる遵守すべき法律(例：補助金適正化法)，規則，契約内
容などを理解している。
□３．特定分野の専門知識を有し，プロジェクトに係わる科学技術の概要を理解している，又は，調査し，
把握することができる。
□４．プロジェクトに関連する大学，研究コミュニティー，産業界，社会の動向を概略理解している，又は，
調査し，把握することができる。
□５．研究の適正な実施に関する諸規定等（コンプライアンス，科学者・生命倫理，安全衛生，利益相反
など）を理解している。
□６．研究成果に係る取扱い事項（材料提供，秘密保持，知財保護，個人情報保護（匿名化）など）を理
解している。

③実務
□１．プロジェクト企画に必要な情報を理解している。
□２．プロジェクト企画に必要な業務(例：スケジュール管理，会議運営，分析作業，人脈づくり等）の専門
的事項（例：実務全体の60～70%程度）を理解している。
□３．前記に関連する業務上の課題を発見し，解決することができる(他者との適切な連携を通じて解決
できる場合を含む) 。
□４．所定の期日までに関係者が業務を終わるよう業務進行管理ができる。
□５．関係者の合意形成や相互理解を促進し，企画立案を円滑に進めることができる。
□６．研究者，あるいは研究コミュニティとトラブルがあった場合，上級URAや関係者に報告・相談し，適
切な対処ができる。

④語学
□ プロジェクトに関連した英文の科学技術情報等について，概ね理解できる。

⑤対人
□１．関係者（例：学内関係者，FA，企業）の信頼を得て，円滑に情報収集，意見交換ができる。
□２．関係者との間で円滑な議論や交渉ができる。
□３．関係者の説明（例：技術の説明）を正しく理解することができる。
□４．関係者の信頼を得て，連携し，協働できる。
□５．研究者の意向と政策や外部資金制度の主旨が異なる場合，研究者に適切に情報を伝え企画を修
正することができる。
□６．関係者との間で円滑なコミュニケーションをとることができる。

⑥その他
□複数の業務に適切な優先順位をつけて限られた時間を有効に活用して期日までに業務を遂行できる。

実績あるいは経験を定義した
「業績評価指標」

知識等をベースにした理解力ま
たは問題解決能力を定義した
「業務遂行能力評価指標」

①責任制→どのような責任で
②複雑性→どのような仕事を
③重要性→業務の成果
④学内外貢献→大学，業界全体への貢献

①事業→担当業務のミッション理解
②知識→関連の法律、規則、技術の理
解
③実務→業務遂行に必要な知識
④語学→必要な英語力
⑤対人→コミュニケーション能力

活用について(システム整備として）
URA自身が現状把握、必要な能力の理解
配置拠点が組織としての現状把握、個人の人材育成・評価
各大学の事情や特性に合わせることが必須



東京大学におけるＵＲＡ制度設計

◇ 学内・学外の人的資源を活用した研究支援
環境の整備

◇ 研究支援人材（ＵＲＡ）による研究支援体制
の整備

◇ 研究推進担当職員の専門職（ＵＲＡ）化

◇ ＵＲＡのキャリアパス構想
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